
（3－帰）

数 学

注 意

1 問題は 1 から 5 までで， 5ページにわたって印刷してあります。

2 検査時間は50分で，終わりは午前11時10分です。

3 声を出して読んではいけません。

4 計算が必要なときは，この問題用紙の余白を利用しなさい。

5 答えは全て解答用紙に明確に記入し，解答用紙だけを提出しなさい。

6 答えに，分数が含まれるときは，それ以上約分できない形で表しなさい。
ふく

7 答えに，根号が含まれるときは，根号の中を最も小さい自然数にしなさい。

8 答えを直すときは，きれいに消してから，新しい答えを書きなさい。

9 受検番号を解答用紙の決められた欄に記入しなさい。
らん



1 次の各問に答えよ。

〔問 1〕 5 －(－3)×(－ 20 )÷(－2 ) を計算せよ。2

4 x－ 1 x－ 1
〔問 2 〕 － を計算せよ。

3 2

〔問 3 〕 √ ( 3√ －√ ) を計算せよ。2 6 8

〔問 4 〕 一次方程式 3 ( 2 x－ 1 )－ 5 ( 3 x＋ 4 )= 4 を解け。

3 x＋ y＝ 4
〔問 5 〕 連立方程式 を解け。

2 x＋ 3 y＝－ 2

〔問 6 〕 二次方程式 2 ( x 2－ x － 1 )= x 2＋ 6 x＋ 1 を解け。

〔問 7〕 1 から 6 までの目が出る大小 1つずつのさいころを同時に 1回投げるとき，

出る目の数の積が 3の倍数となる確率を求めよ。

ただし，大小 2つのさいころはともに， 1から 6までのどの目が出ることも同様に

確からしいものとする。

〔問 8〕 右の図において，点Ａは線分ＯＸ上にある点で，

点Ｂは線分ＯＹ上にある点である。

解答欄に示した図をもとにして，
かいとうらん

∠ＡＯＰ＝∠ＢＯＰを満たす点Ｐのうち，

ℓ =ＡＰ＋ＢＰとするとき， ℓの長さが

最も短くなる点Ｐを，定規とコンパスを用いて

作図によって求め，点Ｐの位置を示す文字Ｐも書け。

ただし，作図に用いた線は消さないでおくこと。
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2 右の図で，点Ｏは原点，曲線 mは，

関数 y = a x ( a＞ 0 )のグラフを表している。2

2 点Ａ，Ｂはともに曲線 m上にあり，

x座標はそれぞれ－2 ， 1 である。

次の各問に答えよ。

〔問 1 〕 点Ａの y 座標が 6 のとき，aの値を求めよ。

〔問 2 〕 a＝ 3 とする。 xの変域が－ 2 ≦ x≦ 1 のときの

yの変域を求めよ。

〔問 3 〕 a＝ 1 とし，点Ｏと点Ａ，点Ｏと点Ｂ，点Ａと点Ｂをそれぞれ結んだ場合を

考える。

点Ｂを通り△ＯＡＢの面積を二等分する直線の式を求めよ。
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3 右の図で，四角形ＡＢＣＤは，ＡＢ＜ＡＤの長方形で

ある。

辺ＡＤ上にある点をＦ，辺ＢＣ上にある点をＧとし，

頂点Ｄが頂点Ｂに重なるように点Ｆと点Ｇを結んだ線分

で折り返したとき，頂点Ｃが移った点をＥとする。

頂点Ｂと点Ｆ，頂点Ｂと点Ｅ，点Ｅと点Ｇをそれぞれ

結ぶ。

次の各問に答えよ。

〔問 1〕 △ＡＢＦ ≡ △ＥＢＧであることを証明せよ。

〔問 2〕 ∠ＥＢＧの大きさを a°とするとき，∠ＢＦＧの大きさを aを用いた式で表せ。

〔問 3〕 ＡＢ＝ 4 cm，ＡＤ＝ 8 cmのとき，ＦＤ＝ 5 cmとなっている。

△ＦＢＧの面積は何cm か。2
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4 右の図 1に示した立体は，中心をＯ，線分ＢＣを直径とした 図 1

円を底面とし，頂点Ａと点Ｏを結んでできる線分が，底面と

垂直に交わる，ＢＣ＝ 2 cm，ＡＢ＝ 6 cmの円すいである。

線分ＡＣ上の点をＰとする。

次の各問に答えよ。

〔問 1〕 円すいの表面積は何cm か。2

〔問 2〕 円すいの体積をＶcm ，ＡＰ＝ 4 cmとする。3

点Ｐを通り，底面と平行な平面で，円すいを 2つの立体に分けるとき，

体積が大きい方の立体の体積をＶを用いて表せ。

〔問 3〕 右の図 2は，図 1において，点Ｂから点Ｐを通り， 図 2

立体の側面上を 1周して点Ｂに至る線を ℓとした場合を

表している。

ℓの長さが最小となるとき， ℓの長さは何cmか。

ＣＢ

P

Ａ

Ｏ

Ｐ

Pℓ

ＣＢ

P

Ａ

Ｏ

Ｐ



5 下の表は,Ｈ駅を出発する電車の時刻表の一部である。

電車は， 8 時台が 2 分ごとに， 9 時台が 3 分ごとに，10時台が 5 分ごとに，

11時台が 7 分ごとにそれぞれ出発している。

次の各問に答えよ。

時刻表（分）

8 時 0 2 4 6 8 ・・・

9 時 0 3 6 9 12 ・・・

10時 0 5 10 15 ・・・

11時 0 7 14 21 ・・・

〔問 1 〕 8 時台から11時台に，Ｈ駅を出発する電車の本数は全部で何本か。

〔問 2 〕 8 時 0 分， 2 分， 4 分に出発する 3 本の電車は各駅停車で，その次の

8 時 6 分に出発する 1 本の電車は急行になっている。

その後の電車も同様に，各駅停車が 3 本，急行が 1 本の順に繰り返さ

れている。

次の①，②に答えよ。

① 11時台の最後に出発する急行は11時何分発の電車か。

② 10時台の急行の電車はＨ駅を出発後， 4 つの駅を通過し，Ｔ駅に停

車する。急行の 5 分前にＨ駅を出発した各駅停車の電車は，Ｔ駅まで

の 4 つのそれぞれの駅で30秒間停車する。また，各駅停車の電車はＨ

駅とＴ駅の間で急行に追い越され，Ｔ駅には急行の 1 分後に到着する。

急行はＨ駅，Ｔ駅間を時速75km，各駅停車は各駅間を時速60kmで走

行するとき，Ｈ駅とＴ駅の間の距離を求めよ。
きょ り
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解 答 用 紙 数 学
問 1

〔問1〕
点

問 2

〔問2〕
点

問 3

〔問3〕
点

問 4

〔問4〕
点

問 5

〔問5〕 x＝ ， y＝
点

問 6

〔問6〕
点

問 7

〔問7〕
点

問 8

〔問8〕
点

問 1

〔問1〕
点

問 2

〔問2〕

点

問 3

〔問3〕
点

2

1

A

B

XO

Y

問1

〔問 1〕 〔証 明〕

点

△ＡＢＦと△ＥＢＧにおいて，

△ＡＢＦ≡△ＥＢＧ

問2

〔問 2〕 （ ）度
点

問3

〔問 3〕 cm2
点

問1

〔問 1〕 cm2
点

問2

〔問 2〕 cm3
点

問3

〔問 3〕 cm
点

問1

〔問 1〕 本
点

問2①

〔 ① 分

問
点

2〕 問2②

② km
点

受 検 番 号 合計得点

点

3

5

4
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正 答 表 数 学
問 1

〔問1〕 5
点

問 2

〔問2〕 5
点

問 3

〔問3〕 5
点

問 4

〔問4〕 5
点

問 5

〔問5〕 x＝ ， y＝ 5
点

問 6

〔問6〕 5
点

問 7

〔問7〕 5
点

問 8

〔問8〕 5
点

問 1

〔問1〕 5
点

問 2

〔問2〕 5

点

問 3

〔問3〕 5
点

2

1

20

5x + 1
6

－4 + 6 3

2 －2

4 ± 19

5
9

0 ≦ y≦ 1 2

y = － 2
1

x +
2
3

3
2

－3

A

B

XO

Y

P

問1

〔問 1〕 〔証 明〕 5
点

△ＡＢＦと△ＥＢＧにおいて，

仮定から

ＡＢ＝ＤＣ，ＤＣ＝ＢＥであるから，

ＡＢ＝ＥＢ ･････(1)

∠ＢＡＦ＝ 90°

∠ＤＣＧ＝∠ＢＥＧ＝ 90°であるから，

∠ＢＡＦ＝∠ＢＥＧ＝ 90° ･････(2)

また，

∠ＡＢＦ＝ 90°－∠ＦＢＧ ･････(3)

∠ＥＢＧ＝ 90°－∠ＦＢＧ ･････(4)

(3)， (4)より，

∠ＡＢＦ＝∠ＥＢＧ ･････(5)

(1),(2),(5)より ,１組の辺とその両端の角が

それぞれ等しいから

△ＡＢＦ≡△ＥＢＧ

問2

〔問 2〕 （ ）度 5
点

問3

〔問 3〕 cm 52

点

問1

〔問 1〕 π cm 52

点

問2

〔問 2〕 cm 53

点

問3

〔問 3〕 cm 5
点

問1

〔問 1〕 本 5
点

問2①

〔 ① 分 5

問
点

2〕 問2②

② km 5
点

3

5

4

71

6

7

10

35

45 ＋
a
2

19
27

V

20


